
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年８月６日 №５ 

三次市立青河小学校 

校 長  谷川 佳万 

学校だより 

あおがっ子 
 

【学校教育目標】 ふるさとを愛し、高い志をもつ児童の育成 

 

「毎日、暑いですね～」「いつまで暑いんかね～」出会った時の挨拶になっている様子

をよく見かけます。いかがお過ごしでしょうか。 

 7 月 25日には、個人懇談、学校懇談会においでいただき、ありがとうございました。

学校懇談会の協議の中で、子供のゲームやテレビ視聴のさせ方、家族の団らんのもち方

等、他の家庭の様子を知ることができて参考になったという保護者の方の声を聞かせて

いただきました。ご家庭での実践につなげていけるとよいかと思います。また、テーマ

を決めた日記の書かせ方、忘れ物をなくすための方策等、学校での指導のあり方も見直

しをしていきたいと思います。熱心な協議をしていただき、ありがとうございました。 

個人懇談・学校懇談会ありがとうございました 

クリーンセンターを見学したよ 

３・４年生は、社会科学習の一環で、三次環境クリーンセ

ンターを見学しました。ごみはどのように処理されているの

か、実際に処理の様子を見させていただきました。 

子供たちは、ごみクレーンで 20ｍの高さから 1.5 トンの

ごみをかくはんして燃えやすくしたり、580℃の高温でごみ

を燃やし、ダイオキシンを出さないようにしたりするなどの

工夫が心に残ったようです。また、正しいごみの捨て方や３

R（リデュース・リユース・リサイクル）を実践していきた

いと話していました。 

平和を願って 折り鶴をシリアへ 

なかよし学園の中村雄一先生の話を聞いた子供たちは、自分た

ちにできる世界平和について考えているところです。そうした

中、中村先生がこの夏にシリアに行かれることになり、子供たち

の折った鶴を届けてくださいます。現地の人の反応やメッセージ

を受け取ることで、子供たちは今後次の活動を考え、自分たちに

できる平和の探究を重ねていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

月 日 曜 行事等 月 日 曜 行事等 

８

月 

６ 水 全校登校日（平和学習他） 

９

月 

１ 月 松田 亮先生の走り方教室 

12 火 市内小中学校一斉閉庁 ４ 木 授業参観・学級懇談・常任委員会 

  ～14日（木）まで 11 木 稲刈り 

21 木 ５・６年リンクアップコンサート参加 13 土 小学生陸上記録会（有志参加） 

22 金 学校運営協議会（青河小） 15 月 敬老会（児童：プレゼント渡し等） 

23 土 環境整備作業・鮎のつかみ取り 16 火 交通立番・運動会予行練習 

27 水 2 学期始業式 17 水 クラブ活動 

28 木 水生生物調査 21 日 運動会 

30 土 環境整備作業（予備日） 22 月 振替休日 

   25 木 職員研修（午後閉庁） 

   28 日 運動会予備日 

   29 月 要弁当 (28日実施の場合振替休日)   

 

７月・８月の主な行事予定 

ちょっとした気づき・ご意見・問い合わせ等、遠慮なく学校までお寄せください。 
ＴＥＬ ６８－２３４９   ＦＡＸ ６８－２３５２ 

青河っ子トピックス 
情報発信中 
このＱＲコード

で「青河っ子トピ

ックス」をご覧い

ただけます。 

 

ペットボトルキャップを集めています！ 

 青河小学校児童会では、世界の子どもたちの命を助ける活動に賛同し、ペットボトルのキ

ャップを集める活動を行っています。キャップを回収し、それをリサイクルして得られた収

益の中から、世界の恵まれない子どもたちの命を助けるワクチン購入に充てられます。 

（キャップ１０００個（２０円）で 1人分のワクチン代ができます。） 

NPO 法人世界の子どもにワクチンを日本委員会より 

 

 ●回収場所：青河小学校正面玄関 

●回収〆切：１１月７日（金） 

 ●注意事項： 

  ・ペットボトル以外のキャップ（もの）は入れないでください。 

  ・キャップについているシールなどは、はがしてください。 

  ・キャップは洗って持ってきてください。    ご協力よろしくお願いいたします。 

「命の授業」を受けました 

３・４年生は、助産師の鍋島さん、保健師の森田さん

の指導で「命の授業」を受けました。子供たちは、生命

の誕生の過程を知り、奇跡に近い出会いがあって今の自

分がいることに感動していました。また、赤ちゃん人形

を抱いて、新生児の体重を感じることができました。 

自分の大切な体を傷つけないこと、プライベートゾー

ン等を守ることなどを指導していただき、子供たちは、

親から生を授かった自分の命を大切にしていきたいと感

想を述べていました。 


